運営委員の役割
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成４年２月２０日作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成７年３月１日改正

部会規約（第１８条）
（1） 試合日程の確認と試合結果の報告

（2） 試合場の準備及び終了後の整理確認

（3） 審判との連絡

部会規約内規

1、 試合を延期又は棄権を希望するチームは、相手チームに試合日の４日前までに了解を得る。

　さらに、関係チームと審判等の調整を行った上で、試合日の運営委員及び各部委員にその結果を連絡する。

２、試合開始までに未着のチーム、又は競技者が６名以下のチームは棄権とみなし、相手チームの不戦勝とする。
３、第１試合の両チームは、運営委員と協力し試合開始時間までにライン引き等の準備を行う。また、最終試合の
両チームは後始末を行い、運営委員はそれを確認する。
４、運営委員の役割
　（１）「選手登録票」及び「警告・退場者連絡表」を携帯し、各試合の登録選手・審判員の登録の有無、警告・退場による出場停止、ユニフォームのチェックを行う。
　（２）審判員に対し審判料の支払いを行う。なお、延期・中止試合が生じた場合の審判料については、閉会式までに、各部委員に戻すものとする。

　（３）「運営委員報告書」に全試合の結果を記入し、その内容を「河北新報社スポーツデスク（２１１－１１３０）」へ電話連絡するとともに、「運営委員報告書」を各部委員に郵送する。また、次週の運営委員に「警告・退場者連絡表」を引き継ぐものとする。

　　　＜解　説＞
　　　　・現在、審判料の支払いは、開会式等で、一括して各チームに支払っている。

　　　　・現在は、試合結果は河北新報社へＦＡＸ送信、平成２０年度からは、メールによる報告を実現の予定。
　　　　・次週の運営委員への引継ぎを考慮し、次週運営委員のチームは、当日の最終戦に試合をするよう日程を組んでいる。
５、当日の運営委員の役割フロー
　　（１）延期試合及び棄権（不戦）試合の確認
　　　　　　↓
　　（２）試合場の準備状況確認（ライン引き等）
　　　　　　↓

　　（３）出場選手及び審判員の登録の有無、警告・退場による出場停止の有無の確認（各試合の前）
　　　　　　↓

　　（４）試合結果の確認（記録）、審判料の支払い（ライン引き等）

　　　　　　↓　①試合終了後に試合結果（警告有無）等を審判員から確認し、運営委員報告書に記入する。

　　　　　　↓　②延期試合及び棄権試合も、運営委員報告書に記入する。

　　　　　　↓　　記載例　○○　対　△△　→　○○の都合により延期

　　　　　　↓　　　　　　○○　対　△△　→　○○の不戦勝

　　　　　　↓　③懲罰事項（警告・退場）を審判員から確認し、その事項を運営委員報告書に記入する。

　　　　　　↓　④審判員に対し審判料を支払う。なお、延期／中止試合の審判料は各部委員に戻す。

　　（５）次週の運営委員に「警告・退場者連絡表」を引き継ぐ
　　　　　　↓　＊当日の最終試合のどちらかのチームが次週の運営委員となる。
　　（６）試合場等の整理確認（全試合の終了後）

　　　　　　↓

　　（７）試合結果を「河北新報社スポーツデスク（２１１－１１３０）」へ電話報告
　　　　　　　＊現在は、ＦＡＸ報告（　　　　　　　　　）
　　　　　　↓

　　（８）「運営委員報告書」を各部委員に郵送。
６、試合延期（棄権）を希望するチームの処理フロー

　　（１）相手チームに試合日の４日前までに、試合の延期（棄権）を申し出て了解を得る。
　　　　　　↓

　　（２）延期（棄権）試合の前後のチームに対して、「当該試合を延期（棄権）すること」及び「当該試合の前後の日程と審判割当」について調整の上、当該チームに連絡する。
　　　　　　↓

　　（３）試合日の運営委員及び各部委員に「当該試合を延期（棄権）すること」及び「当該試合の前後の日程と審判割当」の調整結果を連絡する。
　　　　　　↓

　　（４）延期試合の実施（グランド及び審判委員を手配の上）

　　　　　　↓　

　　（５）延期試合の結果を各部委員へ書面にて速やかに報告する。
